
支 

部 

報 

告

２
０
２
４
年
度
総
会
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

東高創立100周年（音楽部創部70周年）記念

「卒業生＆在校生 合同コンサート」

令和６年度入試 大学別合格者数一覧

　
規
約
に
よ
り
ま
す
と
、
総
会
は
２
年
に
１
回

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

直
近
で
開
催
し
た
の
が
２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
８
月
10
日
で
す
の
で
、
大
幅
な
規
約
違
反

で
す
。
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
誠
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
言
い
訳
を
言
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
や
私
が
母
校
創

立
１
０
０
周
年
事
業
の
役
員
の
職
に
あ
る
関

係
上
余
裕
が
な
く
、
こ
の
よ
う
な
次
第
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
も
、
11
月
20

日
式
典
の
後
、
残
務
処
理
が
終
わ
れ
ば
、
多

少
の
余
裕
も
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

25
年
の
夏
に
は
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
静
岡
支
部
設
立
に
多
大
な
御

尽
力
を
頂
い
た
西
川
英
雄
様
（
35
回
）
が
８

月
３
日
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
御
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
。

河
村  

正
史
（
39
回
）

静
岡
支
部

　
藤
枝
支
部
は
3
年
に
1
回
藤
枝
大
祭
の
年
に

支
部
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
が
そ
の
年
に
当
た
り
ま
す
の
で
今
年
の
開

催
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
今
年
の
活
動
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き

行
っ
て
い
る
１
０
０
周
年
の
寄
付
金
集
め
に
奔

走
し
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
３
０
０
万
円
の
寄
付
金
目
標

額
を
大
き
く
上
回
る
５
７
３
万
円
以
上
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
ま
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
１
０
０

周
年
記
念
式
典
の
11
月
20
日
ま
で
寄
付
金
集
め

を
継
続
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
支
援
を
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

若
林  

秀
典
（
48
回
）

藤
枝
支
部

　
母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
為
の
寄

付
が
同
窓
会
本
部
か
ら
焼
津
支
部
に
要
請
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
卒
業
生
、
支
部
役
員
を
除
く
卒

業
生
が
経
営
す
る
事
業
場
を
対
象
に
ノ
ル
マ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
部
に
保
存
さ
れ
て
お
り

ま
す
焼
津
支
部
卒
業
生
名
簿
に
は
法
人
名
が
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
松
永
副
支

部
長
、
太
田
代
表
幹
事
の
努
力
で
50
社
程
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
開
業
医
の
先

生
な
ど
焼
津
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生

の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
7
月
か

ら
3
名
で
行
動
開
始
し
、
24
年
2
月
ま
で
各
々

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
卒

業
生
の
皆
様
に
は
好
意
的
に
面
会
い
た
だ
き
、

予
想
以
上
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尚

25
年
11
月
23
日
に
は
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ
ア
松
風
閣

に
て
焼
津
支
部
総
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

市
内
在
住
の
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
出
席

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 倉

嶋  

伸
康
（
36
回
）

焼
津
支
部

体
制
へ
転
換
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
計
画

で
す
。

　
期
日
は
未
定
で
あ
り
ま
す
が
、
役
員
会
並
び

に
総
会
を
経
て
、
新
役
員
を
選
出
し
、
充
実
し

た
支
部
活
動
に
着
手
す
る
方
針
で
す
。

　
支
部
会
員
各
位
の
積
極
的
な
同
窓
会
活
動
へ

の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

　
母
校
は
２
０
２
４
年
栄
え
あ
る
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
、
祝
い
の
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
０
０
周
年
を
契
機
に
当
支
部
で
も

役
員
を
一
新
し
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
１
０
０

年
に
向
け
、
新
時
代
に
対
応
で
き
る
活
力
あ
る

松
浦  

英
彦
（
33
回
）

榛
南
支
部

　
中
京
支
部
は
愛
知
県
、
三
重
県
、
岐
阜
県
に

居
住
す
る
同
窓
生
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
支
部

総
会
を
２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
コ

ロ
ナ
禍
で
２
０
１
９
年
を
最
後
に
開
催
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
24
年
は
６
月
８
日
東
京
第
一
ホ

テ
ル
錦
で
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
27
名

参
加
）

　
し
か
し
本
部
行
事
と
日
程
が
重
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
次
回
以
降
は
重
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

　
親
睦
目
的
の
会
は
「
藤
愛
会
」
と
名
付
け
、

24
年
10
月
と
11
月
に
ゴ
ル
フ
会
、
一
昨
年
11
月

に
旅
行
会
、
12
月
に
忘
年
会
を
し
ま
し
た
。
支

部
行
事
が
な
い
月
に
幹
事
を
中
心
に
定
例
会
を

し
て
ま
す
。
24
年
は
２
月
に
新
年
会
、
５
、７

月
に
ゴ
ル
フ
会
を
行
い
ま
し
た
。
９
、
11
月
も

行
う
予
定
。
７
月
に
納
涼
会
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
（
11
／
27
〜
28
）
に
旅
行
会
、
12
月
に
は

忘
年
会
を
行
い
ま
す
。
25
年
以
降
の
親
睦
活
動

外
村  

邦
男
（
35
回
）

中
京
支
部

【 国 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

北海道 1 2
弘前 1
東北 2
秋田 3
山形 1
筑波 3
群馬 3
埼玉 1
千葉 6
東京海洋 1
お茶の水女子 2
東京 1
電気通信 2
東京学芸 4
東京外語 1
東京農工 1
横浜国立 4
新潟 2
富山 1
金沢 4
山梨 5
信州 5
静岡 31 3
浜松医科 2 1
愛知教育 1
名古屋 7
名古屋工業 3 1
三重 2
京都 1
京都工芸繊維 1
神戸 2
奈良女子 1
島根 1
岡山 3
広島 2
山口 1
徳島 1
愛媛 2
九州 4
九州工業 1
福岡教育 1

計 119 9

【 短 期 大 学 】
大学名 現役 既卒

静岡県立短大 1
東京家政大短大 1
山野美容芸術短大 1

計 3 0

【準大学・専門学校等】
大学名 現役 既卒

水産大学校 1
国立看護大学校 1
職業能開大学校 1
その他専門学校 3

計 6 0

【 私 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

酪農学園 1
国際医療福祉 7
跡見学園女子 1
埼玉医科 1
獨協 4
文教 4
明海 1
目白 1
千葉工業 9
和洋女子 1
青山学院 10 2
桜美林 3
学習院 3 2
北里 4 1
杏林 2
慶應義塾 6 2
工学院 8
國學院 6
国際基督教 1
国士舘 3
駒澤 19
実践女子 1
芝浦工業 25
順天堂 4
上智 3 2
昭和 2 1
昭和女子 1
女子美術 1
成蹊 7
成城 3
聖路加国際 1
専修 24 1
拓殖 3
玉川 3
中央 10 1
津田塾 9
帝京 2
東海 14
東京家政 1
東京経済 1
東京工科 2
東京女子 1
東京電機 9
東京農業 8
東京理科 8 2
東邦 1
東洋 25
日本 30
日本社会事業 1
日赤看護 1
法政 22 1

大学名 現役 既卒
星薬科 1
武蔵 3
東京都市 6
武蔵野 5
武蔵野美術 1
明治 12 1
明治学院 6
明治薬科 1
立教 10 1
早稲田 5
東京医療保健 2
神奈川 21
神奈川工科 4
鎌倉女子 1
関東学院 4 1
フェリス女子 1
金沢工業 2
帝京科学 2
静岡理工科 8 1
聖隷クリスト 4
常葉 76
愛知 8
愛知学院 1
愛知工業 13
中京 17
中部 2
豊田工業 1
名古屋学院 1
南山 4
藤田医科 3
名城 18 1
名古屋学芸 1
鈴鹿医療科学 1
京都外語 1
京都産業 14
京都女子 2
京都橘 1
同志社 12 5
立命館 58 8
龍谷 7 1
大阪学院 3
大阪経済 3
関西 5
関西外語 1
近畿 14 1
摂南 1
阪南 5
関西学院 11 1
神戸常盤 1
立命館アジア 1

計 702 37

【 公 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

茨城県立医療 1
群馬県立女子 1
東京都立 1
横浜市立 6
長岡造形 1
福井県立 1
山梨県立 1
都留文科 4
長野県看護 1
諏訪東京理科 1 1
静岡県立 8
静岡文芸 2

大学名 現役 既卒
名古屋市立 1
滋賀県立 2
大阪公立 1
兵庫県立 1 1
神戸市外語 1
下関市立 1
高知工科 1

計 36 2

　
２
０
２
４
年
度
の
藤
枝
東
高
校
同
窓
会
総
会
は
、

７
月
６
日
に
焼
津
市
の
ホ
テ
ル
松
風
閣
に
お
い
て

役
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
48
回
生
の
大
石
人
士
氏
を
講

師
に
迎
え
久
し
ぶ
り
に
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
講
演
会
に
続
き
、
総
会
に
入
り
ま
し
た
。
23
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
24
年
度

事
業
計
画
並
び
に
会
計
予
算
案
、
同
窓
会
規
約
変

更
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
回
別
役
員
規
程
の
運
用
内
規
、

会
報
配
布
時
期
の
変
更
に
伴
う
維
持
費
納
入
開
始

時
期
、
音
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
へ
の
同
窓
会
の
後
援
、
本
部
役
員
の
変
更
、

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
企
画
・
実
行
委
員
会

報
告
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
が
終
了
し
、
来

賓
祝
辞
を
経
て
永
年
功
労
感
謝
状
贈
呈
報
告
を
最

後
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
23
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
本
誌
記
載
の

と
お
り
で
す
。
維
持
費
に
つ
き
ま
し
て
は
決
算
の

と
お
り
予
算
に
届
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
支
援
寄
付
金
の
お

願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
の
金
額
で

す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
藤
枝
東
高
校
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
の
年

に
、
５
階
建
て
の
新
校
舎
が
完
成
し
た
。
６
月

に
第
１
棟
か
ら
の
引
っ
越
し
作
業
が
行
わ
れ
、

２
、３
年
生
が
真
新
し
い
教
室
で
の
学
校
生
活
を

始
め
た
。

　
新
校
舎
は
耐
震
性
に
優
れ
た
鉄
骨
造
り
で
、

延
べ
床
面
積
は
約
５
３
０
０
平
方
㍍
。
２
学
年

の
生
徒
が
学
ぶ
普
通
教
室
14
室
、
選
択
教
室
２

室
、
図
書
館
な
ど
が
入
る
。
空
調
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
整
備
し
た
。

　
新
校
舎
は
第
３
棟
、
プ
ー
ル
を
解
体
し
た
跡

地
に
２
０
２
２
年
11
月
か
ら
建
設
し
て
い
た
。

　
藤
枝
東
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
企
画
・

実
行
委
員
会
は
５
月
16
日
に
、
生
徒
用
の
机
と
椅
子

５
７
６
セ
ッ
ト
を
寄
贈
・
納
入
し
た
。
完
成
し
た
新

校
舎
に
引
っ
越
し
た
２
、３
年
生
が
６
月
18
日
よ
り

利
用
し
て
い
る
。

工
事
は
５
月
１
日
に
終
了
し
、
県
の
担
当
部
局

の
検
査
を
経
て
、
同
10
日
に
学
校
に
引
き
渡
さ

れ
た
。

　
17
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
第
２
棟
は
引

き
続
き
利
用
す
る
。

　
７
月
に
は
旧
校
舎
（
第
１
棟
）
の
解
体
工
事

が
始
ま
っ
た
。
工
事
車
両
の
出
入
り
口
確
保
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
た
正
門
は
解
体
撤
去
さ
れ
た
。

収入の部 △は減          　単位：円
科　　　目 令和5年度決算額 令和5年度予算額 増　　減 摘　　要
繰　越　金 12,953,710 12,953,710 0
入　会　金 2,769,000 2,780,000 △ 11,000 10,000円×273名+3,000円×13名
維　持　費 3,664,887 4,000,000 △ 335,113
総 会 会 費 432,000 550,000 △ 118,000 総会会費、本部役員総会会費
雑　収　入 432 1,290 △ 858 預金利息
合　　　計 19,820,029 20,285,000 △ 464,971

支出の部
科　　目 令和5年度決算額 令和5年度予算額 増　　減 摘　　要

会　議　費 987,187 1,000,000 △ 12,813 役員総会、本部役員会、正副会長会
事　務　費 4,403,168 4,750,000 △ 346,832

事 務 局 費 598,090 700,000 △ 101,910
旅 　 　 　 費 201,182 250,000 △ 48,818 役員総会、本部役員会、各支部総会等
印　 刷　 費 1,181,352 1,200,000 △ 18,648 会報、案内状、コンビニ払込用紙等
通　 信　 費 2,383,120 2,500,000 △ 116,880 会報等送付、総会葉書、切手
備 　 品　 費 29,700 50,000 △ 20,300 メモリー保存料金
消 耗 品 費 9,724 50,000 △ 40,276 コピー機インク代

事　業　費 2,242,544 2,650,000 △ 407,456
記 念 品 費 601,161 550,000 51,161 卒業証書ホルダー・キーホルダー
支部活動助成費 64,540 300,000 △ 235,460 島田支部、関東支部
委 員 会 活 動 費 42,931 50,000 △ 7,069 執筆者御礼、お茶等
慶 弔 費 0 50,000 △ 50,000 褒賞・叙勲、表彰者への祝電等
会 館 補 助 費 100,880 100,880 0 千南原会館維持費補助
会 館 整 備 費 2,893 20,000 △ 17,107 書棚用ケース他
保 険 料 67,760 67,760 0 同窓会館火災保険料
渉 外 費 59,700 130,000 △ 70,300 祝儀、弔電等
クラブ活動助成費 680,550 800,550 △ 120,000 クラブ助成
人工芝張替負担金 500,550 500,550 0
１００周年補助費 0 0 0
雑 費 121,579 80,260 41,319 卒業アルバム、貸金庫、回別同窓会補助等

小　　計 7,632,899 8,400,000 △ 767,101
予　備　費 11,885,000 △ 11,885,000
次年度繰越 12,187,130 12,187,130

合　計 19,820,029 20,285,000 △ 464,971

令和5年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

収入総額	 19,820,029円
支出総額	 19,820,029円
差引金額	 　　　　	0円

　
藤
枝
東
高
の
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
創
立
記
念
日
の

２
０
２
４
年
11
月
20
日
、
藤
枝
市
前
島
の
静
岡
県
武
道
館
で
行

わ
れ
た
。
会
場
を
埋
め
た
約
１
２
０
０
人
の
同
窓
生
や
在
校
生

ら
は
歴
史
の
重
み
を
か
み
し
め
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
企
画
・
実
行
委
員
長
の
北
村
正

平
藤
枝
市
長
は「
２
万
７
千
人
を
超
え
る
卒
業
生
は
国
家
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
未
来
に
向
け
、
一
層
飛
躍

す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
佐
野
文
子

校
長
が「
次
の
１
０
０
年
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

東
高
生
は〝
至
誠
一
貫
〟
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
在
校
生
に
語
り
か
け
、
来
賓
を
代
表
し

て
池
上
重
弘
県
教
育
長
と
織
田
敦
県
高
等
学
校
長
協
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

　
記
念
事
業
の
紹
介
が
あ
り
、
同
窓
会
が
寄
贈
し
た
新
校
舎
完

成
に
伴
う
机
、
椅
子
と
海
外
研
修
派
遣
費
の
目
録
を
贈
呈
。
生

徒
代
表
あ
い
さ
つ
に
移
り
、
前
期
生
徒
会
長
の
森
田
釉
月
さ
ん

（
２
年
）
が「
私
た
ち
の
一
歩
一
歩
が
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
懸

け
橋
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
ま
い
進
す
る
」
と
在
校
生
の
思
い
を

表
現
し
た
。

　
続
い
て
、
学
校
の
歴
史
と
サ
ッ
カ
ー
部
の
栄
光
の
軌
跡
を
紹
介

す
る
記
念
動
画
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
卒
業
生
で
サ
ッ

カ
ー
元
日
本
代
表
の
長
谷
部
誠
さ
ん（
75
回
生
）
も
映
像
で
祝
福

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
卒
業
生
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
奈
良
教
育
大
准
教
授
の
鈴
木
啓
資

さ
ん（
83
回
生
）
の
伴
奏
映
像
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
第
一
部
を
終

了
。
第
二
部
の
記
念
講
演
に
移
っ
た
。

　
記
念
講
演
の
講
師
を
務
め
た
の
は
卒
業
生
の
池
谷
裕
二
さ
ん

（
62
回
生
）。
東
京
大
薬
学
部
教
授
。
薬
学
博
士
で
脳
研
究
者

と
し
て
知
ら
れ
る
。
池
谷
さ
ん
は「
脳
を
使
っ
て
生
き
る
」を
テ
ー

マ
に
、
マ
ウ
ス
や
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
実
験
結
果
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、

人
間
と
人
工
知
能
の
共
同
作
業
に
触
れ
、
楽
し
む
こ
と
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
と
指
摘
し
た
。
＝
講
演
要

旨
２
面
へ
　

　
藤
枝
東
高
は
１
９
２
４
年
に
旧
制
志
太
中
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
戦
後
の
49
年
、
学
制
改
革
よ
り
新
制
高
校
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
志
太
高
、
藤
枝
高
を
経
て
、
52
年
に
現

校
名
と
な
り
、
今
に
至
る
。
卒
業
生
は
２
万
７
８
１
３
人
。

　
校
訓
は「
至
誠
一
貫
」。

＊同窓会基金が 20,000,000円 あります。

伝承と新風 創立100周年祝う 部
活
動
報
告

弓
道
部

静
岡
県
高
校
総
体

女
子
個
人
戦 

高
本
瑞
稀 

１
位

男
子
個
人
戦 

新
村
維
織 

２
位

と
も
に
東
海
、全
国
大
会
出
場

２
０
２
４
年
６
月
22
日

東
海
大
会
　
於
岐
阜
県

２
０
２
４
年
８
月
３
日

全
国
高
校
総
体 

於
長
崎
県

と
も
に
予
選・準
決
勝
通
過 

決
勝
進
出

新
村
　
維
織
（
３
年
）

　
私
は
最
後
の
県
大
会
で
団
体
の
メ

ン
バ
ー
に
選

ば
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
し

か
し
、
ま
だ

個
人
戦
が

残
っ
て
い
た

の
で
そ
こ
で

落
ち
込
ま

ず
、
一
生
懸

命
練
習
し
ま
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た

個
人
戦
で
十
二
射
皆
中
と
い
う
練
習

で
も
出
し
た
こ
と
の
な
い
的
中
を
出

せ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と

の
な
い
緊
張
感
で
し
た
が
、
最
後
ま

で
集
中
す
る
こ
と
で
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
掴
み
取
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

弓
道
部
の
高
本
さ
ん
、
新
村
さ
ん 

全
国
総
体
決
勝
進
出

　
２
０
２
４
年
、
運
動
部
は
弓
道
部
の
高
本
瑞
稀
さ
ん
、
新
村
維
織
さ
ん
が
全
国
総
体
個
人
戦
で
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し

た
。
陸
上
競
技
の
松
下
清
香
さ
ん
は
東
海
総
体
女
子
５
０
０
０
㍍
競
歩
で
８
位
入
賞
し
ま
し
た
。
文
化
部
で
は
福
吉
陽
太
さ

ん
が
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
４
、
科
学
探
究
部
は
「
科
学
の
甲
子
園
」
全
国
大
会
に
出
場
。
音
楽
部
の
岡
島
未
來
さ
ん
は

中
部
日
本
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会
フ
ル
ー
ト
独
奏
で
２
年
連
続
の
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ん
な
大
好
き

な
仲
間
た

ち
が
い
た
か

ら
陸
上
を

頑
張
っ
て
く

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
の
レ
ー
ス
と
な
っ

た
東
海
大
会
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
岐

阜
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
陸
上
部

３
年
生
女
子
の
み
ん
な
や
両
親
、
中

野
さ
ん
、
そ
し
て
最
後
ま
で
熱
心
に

練
習
に
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
佐

藤
先
生
の
声
援
を
聴
き
な
が
ら
最
後

ま
で
全
力
で
歩
き
切
る
こ
と
が
で
き

て
幸
せ
で
し
た
。
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

２
０
２
４
年
６
月
22
・
23
日

静
岡
県
高
校
総
体
県
大
会 

準
優
勝

東
海
大
会
　
於
岐
阜
県

三
重
　
　 

０
―１ 

藤
枝
東

帝
京
可
児 

４
―３ 

藤
枝
東

村
上
　
樹
（
３
年 

部
長
）　

　
私
た
ち
は
高
校
総
体
静
岡
県
大
会

の
決
勝
で
敗
れ
、
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
海
大
会
に
出

場
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
、
大
会
に
挑
み
ま
し
た

が
、
自
分
た
ち
が
思
っ
て
い
た
よ
う

な
結
果
を
残
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

改

め

て
、
自

分
た
ち

の
弱
さ

を
痛
感

さ
せ
ら

れ
ま
し

た
。
も

う
一
度
、

自
分
た

ち
と
向

き
合
い
、

強
く
な
り
ま
す
。
新
た
な
歴
史
を
作

れ
る
よ
う
に
頑
張
る
の
で
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
４

２
０
２
４
年
８
月
20
～
22
日 

銅
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
秋
田
大
学

福
吉
　
陽
太
（
３
年
）

　
交
流
会

な
ど
も
多

く
あ
り
学

年
関
係
な

く
楽
し
く

二
泊
三
日

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
全

国
レ
ベ
ル
の
化
学
を
知
る
こ
と
が
出

来
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

科
学
探
究
部

「
科
学
の
甲
子
園
」県
大
会 

優
勝

２
０
２
４
年
３
月
15
日
～
18
日

「
科
学
の
甲
子
園
」全
国
大
会 

於
筑
波

　
大
会
で
は
、
数
学
・
化
学
・
物
理
・

生
物
・
地
学
・
情
報
か
ら
出
題
さ
れ

る
「
筆
記
競
技
」、
仮
想
の
地
質
ワ
ー

ル
ド
の
模
型
作
り
を
行
う
「
実
技
競

技
①
」、
ス

モ
ー
ル
ス

ケ
ー
ル
で
無

機
化
学
の
イ

オ
ン
分
析
を

行
う
「
実

技
競
技
②
」、

ア
ル
ミ
シ
ー

ト
を
用
い
た

自
作
気
球
の

フ
ラ
イ
ト
を
行
う
「
実
技
競
技
③
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

音
楽
部

２
０
２
４
年
３
月
24
日

中
部
日
本
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会

フ
ル
ー
ト
独
奏 

金
賞 

於
長
野
県

岡
島
　
未
來
（
３
年
）

　
去
年
に
引
き
続
き
個
人
・
重
奏
コ

ン
テ
ス
ト
の
本
選
に
出
場
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
金
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
静
岡
県
の
代
表
、
そ

し
て
音
楽
部
の
部
長
と
し
て
堂
々
と

し
た
演
奏
を
す
る
こ
と
や
、
一
個
人

と
し
て
舞
台
を
楽
し
む
余
裕
が
で
き

る
ま
で
完
成
度
を
上
げ
る
こ
と
を
目

標
に
日
々
練
習
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

本
番
で
は
自
分
の
満
足
の
い
く
演
奏

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
部
活
の
仲
間
や
友
人
、

先
生
方
や
家
族
が
私
を
支
え
、
応
援

し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
よ
り
音
楽
へ
の
理
解
を
深
め
、
そ

れ
を
表
現

で
き
る
よ

う
勉
強
し

て
い
き
た

い
で
す
。

諦
め
ず
に
最
後
ま
で
全
力
で
や
り
き

る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
、
こ

れ
を
大
学
受
験
に
繋
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

高
本
　
瑞
稀
（
３
年
）

　
３
年
生
の
夏
最
後
の
高
校
総
体
に

し
て
初
の
全
国
大
会
。
皆
に
と
て
も

応
援
し
て
も
ら
い
、
最
初
は
ワ
ク
ワ

ク
し
た
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

し
か
し
次
第
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し

潰
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
何
度
も
泣
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
自
分
な
り
に
最

善
を
尽
く
し
迎
え
た
大
会
当
日
。
結

果
は
予
選
、
準
決
勝
は
突
破
し
た
も

の
の
、
決
勝
で
敗
退
。
本
当
に
悔
し

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
全
国
大
会
と

い
う
大
き
な
舞
台
で
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
す
る

気
持
ち
も
と
て
も
大
き
い
で
す
。
こ

の
経
験
を
大
学
受
験
に
活
か
し
て
、

第
一
志
望
合
格
を
目
指
し
た
い
で
す
。

陸
上
競
技
部

静
岡
県
高
校
総
体

女
子
５
０
０
０
㍍
競
歩 

松
下
清
香 

３
位

２
０
２
４
年
６
月
16
日

東
海
大
会 

於
岐
阜
県

女
子
５
０
０
０
㍍
競
歩
８
位 

入
賞

松
下
　
清
香
（
３
年
）

　
東
高
陸
上
部
に
は
一
生
懸
命
で
、

そ
の
姿
を
心
か
ら
応
援
し
合
え
る
あ

た
た
か
い
人
ば
か
り
い
て
、
私
は
そ

　
第
15
回
関
東
地
区
（
支
部
）
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
が
、
２
０
２
４
年
７
月
７
日
に
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部

か
ら
、
同
窓
会
長
・
校
長
・
事
務
局
長
を
は
じ

め
、
１
３
０
名
以
上
の
同
窓
生
の
方
々
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
大
盛
会
で
し
た
。
前
回
（
第
14

回
）
の
総
会
・
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
医

療
・
官
公
庁
・
マ
ス
コ
ミ
」
の
分
野
で
ご
活
躍

の
同
窓
生
の
方
々
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
総
会
の
あ
と
の
懇
親
会
で
、
マ

ス
コ
ミ
で
ご
活
躍
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
松
谷
卓
氏
の

演
奏
会
や
各
界
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
の
方
々
に

も
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
若
い
層

の
同
窓
生
の
皆
様
に
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
今
後
の
当
同
窓
会
の
発
展
を
期

待
で
き
る
と
い
う
点
で
、
大
収
穫
で
し
た
。

杉
本  

豊
久
（
40
回
）

関
東
支
部

５
階
建
て
新
校
舎
が
完
成

５
階
建
て
新
校
舎
が
完
成

２
・
３
年
生
が
利
用

机
・
椅
子
５
７
６
セ
ッ
ト
を
寄
贈

机
・
椅
子
５
７
６
セ
ッ
ト
を
寄
贈

１
０
０
周
年
記
念
事
業

同
窓
生
、
在
校
生
ら
集
い
式
典

も
ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
予
定
で
す
。

池
谷
裕
二
東
大
教
授
が( )

記
念
講
演

62回生

北村正平委員長（右）から佐野文子校長
に記念事業の目録が渡された

約1,200人が出席し盛大に創立100周年を祝った=11月20日、県武道館

あいさつに立った北村正平100周年記念
事業企画・実行委員長

＊同窓会事務局からのお願い＊

〈同窓会事務局〉	 〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
 静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
 TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529

◦主　　催：藤枝東高等学校音楽部OB・OG会　記念コンサート実行委員会
◦後　　援：藤枝東高等学校同窓会
◦入場無料：チャリティー形式（音楽部の活動支援）
皆様のご協力をお願いいたします。　記念コンサート実行委員長　池谷久治（40回）
【問い合わせ】　事務局長　渋谷美樹（54回）090-5100-7379　shibuyai@ab.thn.ne.jp

令和７年１月２６日（日）13：30 開場　14：00 開演
会場　焼津市大井川文化会館ミュージコ

メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）

住所が変わられたり、住居表示が変更になって連絡先に変更のある場合、ある
いは名簿（クラス・同期会）をお持ちの方、下記までご一報ください。なお、
公表その他目的以外の使用は致しません。同期同窓会等の集まりを開催の場合
は、ぜひ同窓会ホームページをご利用ください。また、開催が決まりましたら
同窓会事務局にご連絡ください。

令和 7年（2025 年）1月１日千　南　原 第38号（1） 同　窓　会　報 令和7年（2025 年）1月１日千　南　原 第38号（4） 同　窓　会　報
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令和 7 年（2025 年）

１月１日発行

【 編集・発行 】
〒 426 — 8577

藤枝市天王町１丁目７—１
静岡県立藤枝東高等学校同窓会

【 同　窓　会 】
　 電話／ 054—645—3527　
　 FAX／ 054—645—3529

＜同窓生数＞ 27,804 名
＜在学生数＞ 865 名
＜職 員 数＞ 81 名

【 印　刷 】
〒 426 — 0041

藤枝市高柳１丁目17―23
株式会社共立アイコム

　電話／054‒635―4651㈹


